
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

次
で
、
三
潴
木
材
会
社
と
木
竹
商
組
合
の
間
に

左
の
契
約
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時

の
日
田
と
大
川
方
面
と
の
取
引
の
実
態
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

契

約

書

今
般
福
岡
県
三
瀦
郡
三
又
村
三
瀦
材
木
株
式
会

社
創
立
に
付
、
将
来
材
木
売
買
取
引
を
確
実
な
ら

し
め
る
た
め
左
の
契
約
を
取
結
候
事

一
、
材
木
売
買
契
約
取
結
ぶ
時
は
買
主
現
品
見

得
の
上
契
約
を
取
結
ぶ
べ
し
。
契
約
品
は
見
得
を

証
す
る
為

（◯
印
）
極
印
を
押
打
す
可
し
。
見
得

の
証
あ
る
物
品
に
対
し
て
は
、
値
引
又
は
寸
引
等

せ
ざ
る
も
の
と
し
、
如
何
な
る
場
合
も
必
ず
受
引

す
る
事

〈次
号

へ
続
く
〉

☆
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー
第
１
回
講
演

中
大
規
模
の
木
造
住
宅
や
、
住
宅
以
外
で
も
木

造
建
築
物
の
建
設
を
推
進
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
、
講
師
に
京
都
大
学
准
教
授
の
中

川
貴
文
氏
を
お
呼
び
し
、

「災
害
に
強
い
木
造
住
宅
と
は
」

「木
材
の
果
た
す
耐
震
性
能
の
役
割
とwallstat

」

と
、
題
し
講
演
頂
き
ま
し
た
。

「

w
a
l
l
s
t
a
t

」

（ウ
ォ
ー
ル
ス
タ
ッ
ト
）
と
い

う
ソ
フ
ト
を
開
発
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
上
で
耐

震
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
る
優
れ
も
の
で

し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
熊
本
地
震
の
揺
れ
を

入
力
し
て
、
設
計
の
初
期
段
階
で
の
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
出
来
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
壁
や
柱
な

ど
の
強
度
計
画
や
間
取
り
の
変
更
が
出
来
る
も
の

で
し
た
。

組
合
員
の
方
々
も
ぜ
ひ
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◯
第
2
回

8
月
5
日
㈮
13

：
30
よ
り

「木
材

・
木
質
構
造
物
の
し
く
じ
り
か
ら
学
ぶ
」

「二
度
と
木
造
に
し
た
く
な
い
と
思
わ
せ
な
い
た

め
に
」

講
師

：
木
構
造
振
興
㈱

客
員
研
究
員

原
田
浩
司

氏

☆
木
材
製
造
業
安
全
衛
生
管
理
研
修
会

7
月
7
日
、
大
分
県
西
部
地
域
林
材
業
労
働
安

全
対
策
協
議
会
主
催
、
木
材
製
造
業
に
お
け
る
安

全
衛
生
活
動
促
進
の

一
環
と
し
て
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

林
業

・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
の
石

川
幹
靖
氏
よ
り

「九
州
管
内
の
木
材
製
造
業
の
労

働
災
害
事
例
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
最
近
の
災
害

事
例
を
説
明
し
注
意
喚
起
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

次
に
、
日
田
労
働
基
準
監
督
署
の
尾
崎
哲
也
氏

よ
り

「木
材
製
造
業
の
関
係
法
令
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
木
材
製
造
業
の
従
事
者
、
作
業
主
任
者
等

に
係
る
免
許
や
講
習
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
も
関
係
法
令
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今

一
度
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
乾
燥
機
導
入
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
少
量
の
乾
燥
を
す

る
場
合
の
小
型
乾
燥
機
の
導
入
に
係
る
希
望
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
の
需
要
を
考
え
て
、
導
入
を
検

討
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

実
施
期
間

：
6
月
１
日
～
20
日

調
査
数

38
社

回
答
数

18
社

回
答
率

47
％

１
．
①
今
後
、
新
た
に
組
合
に
乾
燥
を
依
頼
す
る

こ
と
が
あ
る
。

5
社

②
現
段
階
で
は
分
か
ら
な
い
。

5
社

③
依
頼
す
る
こ
と
は
な
い
。

8
社

２
．
①
の
方
の
依
頼
の
形
態

ス
ポ
ッ
ト
で
依
頼

全
員

３
．
年
間
の
依
頼
量

3
社
の
数
量

３
６
０
㎥

2
社
は
不
明

４
．
意
見

・
是
非
前
向
き
に
進
め
て
ほ
し
い
。
今
は
ス
ポ
ッ

ト
的
に
し
か
想
像
で
き
ま
せ
ん
が
、
営
業
で
ヒ
ッ

ト
す
れ
ば
、
毎
月

一
定
量
使
用
す
る
よ
う
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

・
現
状
の
ま
ま
で
い
い
と
思
う
。

参

考
乾
燥
機
の
大
き
さ
＝
20
㎥
入
る
乾
燥
機

長
さ
７
ｍ
×
幅
２
．
３
ｍ
×
高
さ
３
ｍ

乾
燥
量
＝
間
柱
を
乾
燥
す
る
場
合

３
ｍ
×
２
列

19
㎥
×
４
回
転
×

12
ヶ
月
＝

９
１
２
㎥

事
業
費

約
２
，
５
０
０
～
２
，
６
０
０
万
円

・
6
月
30
日

業
務
委
員
会
の
検
討
結
果

組
合
に
依
頼
し
た
い
方
の
量
や
乾
燥
頻
度
、
希

望
す
る
乾
燥
機
の
大
き
さ
等
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
の
で
、
関
係
者
5
社
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
き
具
体
的
な
話
を
伺

っ
た
ら
ど
う
か
等
の
ご
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

☆
日
田
林
工

「校
内
企
業
説
明
会
」

ジ

ョ
ブ
カ
フ
ェ
お
お
い
た
日
田
サ
テ
ラ
イ
ト
の

主
催
に
よ
る
日
田
林
工
で
の
校
内
企
業
説
明
会
が

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
2
度
の
延
期

が
有
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
6
月
2
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

例
年
で
は
、
パ
ト
リ
ア
に
て
市
内
五
高
等
学
校

の
参
加

（就
職
希
望
者
）
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
今
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
の
影
響
に
よ

り
、
今
回
は
、
日
田
林
工
3
年
生
を
対
象
に
学
校

へ
出
向
い
て
企
業
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
企
業
は
15
社
で
、
3
年
生
133
名
が
3
社
を

選
択
し

一
企
業
の
説
明
時
間
30
分
で
3
社
を
回
り

ま
す
。

当
組
合
ブ
ー
ス
も
24
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

組
合
の
概
要
説
明
や
製
材
工
場
の
説
明
な
ど
、
ま

た
、
制
作
し
た
リ
ク
ル
ー
ト
ビ
デ
オ

「人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
る
木
材
」
を
放
映
し
ま
し
た
。

☆
お
知
ら
せ

◯
令
和
４
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

今
年
度
の
新
築

・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
受
付
は
終
了

し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
2
年
7
月
の
豪
雨
に
よ
り
住
宅
等

が
被
害
を
受
け
た
方
に
は
、
生
活
再
建
の
た
め
優

先
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◯
販
売
会
議
の
延
期

7
月
29
日
に
開
催
予
定
で
し
た
販
売
会
議
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
鑑
み
、
延
期
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

◯
初
盆

（組
合
員
事
業
所
）

故

人

事
業
所

杉
山
ヒ
ロ
エ

様

㈲
杉
山
製
材
所

小
田

森
善

様

㈲
カ
ネ
モ
リ
小
田
製
材
所

梶
原

宏

様

㈲

コ
ウ
エ
イ

櫻
木
博
文

様

㈲
桜
木
製
材
所

宮
崎
ミ
ユ
キ

様

㈱

マ
ル
ミ
ヤ
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